
(57)【要約】

【課題】コストの低減を図りつつ、複数のプロセッサの

デバッグを効率的に実行することが可能なマルチプロセ

ッサシステムを得る。

【解決手段】チップ１は、ＣＰＵ７０ ，７１ と、デバッ

グ実行部８０ ，８１ と、ＴＡＰコントローラ９０ ，９１

と、選択回路１０と、端子２～６を含む一組の端子群と

を備えている。ＣＰＵ７０ のみのデバッグを実行する場

合、ＴＡＰコントローラ１００は、信号Ｓ１１が「Ｈ」

、信号Ｓ１２が「Ｌ」になるように、レジスタ１０１を

設定する。ＣＰＵ７１ のみのデバッグを実行する場合、

ＴＡＰコントローラ１００は、信号Ｓ１１が「Ｌ」、信

号Ｓ１２が「Ｈ」になるように、レジスタ１０１を設定

する。ＣＰＵ７０ ，７１ の双方のデバッグを実行する場

合、ＴＡＰコントローラ１００は、信号Ｓ１１，Ｓ１２

がともに「Ｈ」になるように、レジスタ１０１を設定す

る。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の プ ロ セ ッ サ と 、
前 記 複 数 の プ ロ セ ッ サ の デ バ ッ グ を 実 行 す る 、 少 な く と も 一 つ の デ バ ッ グ 実 行 部 と 、
前 記 デ バ ッ グ 実 行 部 を 制 御 す る 、 少 な く と も 一 つ の コ ン ト ロ ー ラ と 、
外 部 の デ バ ッ グ 装 置 に 接 続 さ れ る 、 一 組 の 端 子 群 と 、
前 記 複 数 の プ ロ セ ッ サ の 中 か ら 、 デ バ ッ ク を 実 行 す べ き 少 な く と も 一 つ 又 は 全 部 の プ ロ セ
ッ サ を 選 択 す る 選 択 回 路 と
を 備 え る 、 マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 複 数 の プ ロ セ ッ サ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の プ ロ セ ッ サ を 含 み 、
前 記 デ バ ッ グ 実 行 部 は 、 前 記 第 １ の プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ た 第 １ の デ バ ッ グ 実 行 部 と 、 前
記 第 ２ の プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ た 第 ２ の デ バ ッ グ 実 行 部 と を 含 み 、
前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 前 記 第 １ の デ バ ッ グ 実 行 部 に 接 続 さ れ た 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ と 、 前
記 第 ２ の デ バ ッ グ 実 行 部 に 接 続 さ れ た 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と を 含 み 、
前 記 選 択 回 路 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と 前 記 端 子 群 と の 間 に 接 続 さ れ て お り
、
前 記 選 択 回 路 は 、 前 記 デ バ ッ グ 装 置 か ら 前 記 端 子 群 を 介 し て 入 力 さ れ て き た デ バ ッ グ 用 の
信 号 を 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ の う ち の 一 方 又 は 双 方 に 入 力 す る 、 請 求 項 １ に
記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 複 数 の プ ロ セ ッ サ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の プ ロ セ ッ サ を 含 み 、
前 記 デ バ ッ グ 実 行 部 は 、 前 記 第 １ の プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ た 第 １ の デ バ ッ グ 実 行 部 と 、 前
記 第 ２ の プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ た 第 ２ の デ バ ッ グ 実 行 部 と を 含 み 、
前 記 選 択 回 路 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の デ バ ッ グ 実 行 部 と 前 記 コ ン ト ロ ー ラ と の 間 に 接 続 さ
れ て お り 、
前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 前 記 端 子 群 に 接 続 さ れ て お り 、
前 記 選 択 回 路 は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ か ら 出 力 さ れ た デ バ ッ グ 用 の 信 号 を 、 前 記 第 １ 及 び 第
２ の デ バ ッ グ 実 行 部 の う ち の 一 方 又 は 双 方 に 入 力 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ
サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 複 数 の プ ロ セ ッ サ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の プ ロ セ ッ サ を 含 み 、
前 記 選 択 回 路 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の プ ロ セ ッ サ と 前 記 デ バ ッ グ 実 行 部 と の 間 に 接 続 さ れ
て お り 、
前 記 デ バ ッ グ 実 行 部 は 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ て お り 、
前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 前 記 端 子 群 に 接 続 さ れ て お り 、
前 記 選 択 回 路 は 、 前 記 デ バ ッ グ 実 行 部 か ら 出 力 さ れ た デ バ ッ グ 用 の 信 号 を 、 前 記 第 １ 及 び
第 ２ の プ ロ セ ッ サ の う ち の 一 方 又 は 双 方 に 入 力 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 選 択 回 路 は 、 所 定 の レ ジ ス タ の 設 定 に 基 づ い て 、 デ バ ッ ク を 実 行 す べ き 前 記 プ ロ セ ッ
サ を 選 択 す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 選 択 回 路 は 、 外 部 か ら 所 定 の 端 子 に 入 力 さ れ る 選 択 信 号 に 基 づ い て 、 デ バ ッ グ を 実 行
す べ き 前 記 プ ロ セ ッ サ を 選 択 す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ
サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
第 １ 及 び 第 ２ の プ ロ セ ッ サ と 、
前 記 第 １ の プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ た 第 １ の デ バ ッ グ 実 行 部 、 及 び 前 記 第 ２ の プ ロ セ ッ サ に
接 続 さ れ た 第 ２ の デ バ ッ グ 実 行 部 と 、
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前 記 第 １ の デ バ ッ グ 実 行 部 に 接 続 さ れ た 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ 、 及 び 前 記 第 ２ の デ バ ッ グ 実
行 部 に 接 続 さ れ た 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と 、
前 記 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ に 選 択 的 に 接 続 さ れ た 第 １ の 端 子 群 、 及 び 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー
ラ に 選 択 的 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 端 子 群 と 、
前 記 第 １ の 端 子 群 と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と の 間 に 接 続 さ れ た 選 択 回 路 と
を 備 え 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 群 の 双 方 に デ バ ッ グ 装 置 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 第 １ モ ー ド に お い
て 、 前 記 選 択 回 路 は 、 前 記 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ と 前 記 第 １ の 端 子 群 と を 接 続 す る と と も に
、 前 記 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と 前 記 第 ２ の 端 子 群 と を 接 続 し 、
前 記 第 １ の 端 子 群 の み に 前 記 デ バ ッ グ 装 置 が 接 続 さ れ る 第 ２ モ ー ド に お い て 、 前 記 選 択 回
路 は 、 前 記 デ バ ッ グ 装 置 か ら 前 記 第 １ の 端 子 群 を 介 し て 入 力 さ れ て き た デ バ ッ グ 用 の 信 号
を 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ の う ち の 一 方 又 は 双 方 に 入 力 す る 、 マ ル チ プ ロ セ ッ
サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 １ モ ー ド と 前 記 第 ２ モ ー ド と の 切 り 替 え は 、 外 部 か ら 所 定 の 端 子 に 入 力 さ れ る 選 択
信 号 に 基 づ い て 行 わ れ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 １ モ ー ド と 前 記 第 ２ モ ー ド と の 切 り 替 え は 、 所 定 の レ ジ ス タ の 設 定 に 基 づ い て 行 わ
れ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 ２ の 端 子 群 に 前 記 デ バ ッ グ 装 置 が 接 続 さ れ て い る か 否 か を 検 出 す る 検 出 回 路 を さ ら
に 備 え 、
前 記 第 １ モ ー ド と 前 記 第 ２ モ ー ド と の 切 り 替 え は 、 前 記 検 出 回 路 の 検 出 結 果 に 基 づ い て 行
わ れ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 、 プ ロ セ ッ サ の デ バ ッ グ を 効 率 的 に 実
行 す る こ と が 可 能 な マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 第 １ の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム で は 、 搭 載 さ れ て い る プ ロ セ ッ サ の 個 数 と 同 数 の
デ バ ッ グ 用 端 子 群 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 各 端 子 群 に デ バ ッ グ 装 置 を そ れ ぞ れ 接 続 す
る こ と に よ り 、 各 デ バ ッ グ 装 置 を 用 い て 各 プ ロ セ ッ サ の デ バ ッ グ が 独 立 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 第 ２ の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム で は 、 一 組 の デ バ ッ グ 用 端 子 群 が 設 け ら れ て い る
。 そ し て 、 各 プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ て い る 各 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ を シ リ ア ル に 接 続 す る こ
と に よ り 、 １ 台 の デ バ ッ グ 装 置 を 用 い て 全 て の プ ロ セ ッ サ に 関 す る デ バ ッ グ が 行 わ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
な お 、 プ ロ セ ッ サ の デ バ ッ グ に 関 す る 技 術 が 、 下 記 の 特 許 文 献 １ ， ２ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ７ ３ ３ ６ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ２ ０ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 第 １ の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に よ る と 、 搭 載 さ れ て い る プ ロ セ
ッ サ の 個 数 が 増 え る と 、 そ れ に 応 じ て デ バ ッ グ 用 端 子 群 及 び デ バ ッ グ 装 置 を 追 加 す る 必 要
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が あ る た め 、 コ ス ト の 上 昇 を 招 く と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 従 来 の 第 ２ の マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に よ る と 、 常 に 全 て の Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ
を 経 由 し て 全 て の プ ロ セ ッ サ に 関 す る デ バ ッ グ が 行 わ れ る た め 、 デ バ ッ グ の 所 要 時 間 が 長
く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は か か る 問 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た も の で あ り 、 コ ス ト の 低 減 を 図 り つ つ 、 複
数 の プ ロ セ ッ サ の デ バ ッ グ を 効 率 的 に 実 行 す る こ と が 可 能 な マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム を
得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ の 発 明 に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム は 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ と 、 複 数 の プ ロ セ ッ サ
の デ バ ッ グ を 実 行 す る 、 少 な く と も 一 つ の デ バ ッ グ 実 行 部 と 、 デ バ ッ グ 実 行 部 を 制 御 す る
、 少 な く と も 一 つ の コ ン ト ロ ー ラ と 、 外 部 の デ バ ッ グ 装 置 に 接 続 さ れ る 、 一 組 の 端 子 群 と
、 複 数 の プ ロ セ ッ サ の 中 か ら 、 デ バ ッ ク を 実 行 す べ き 少 な く と も 一 つ 又 は 全 部 の プ ロ セ ッ
サ を 選 択 す る 選 択 回 路 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ２ の 発 明 に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム は 、 第 １ 及 び 第 ２ の プ ロ セ ッ サ と 、 第 １ の プ
ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ た 第 １ の デ バ ッ グ 実 行 部 、 及 び 第 ２ の プ ロ セ ッ サ に 接 続 さ れ た 第 ２ の
デ バ ッ グ 実 行 部 と 、 第 １ の デ バ ッ グ 実 行 部 に 接 続 さ れ た 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ 、 及 び 第 ２ の
デ バ ッ グ 実 行 部 に 接 続 さ れ た 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と 、 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ に 選 択 的 に 接 続
さ れ た 第 １ の 端 子 群 、 及 び 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ に 選 択 的 に 接 続 さ れ た 第 ２ の 端 子 群 と 、 第
１ の 端 子 群 と 第 １ 及 び 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と の 間 に 接 続 さ れ た 選 択 回 路 と を 備 え 、 第 １ 及
び 第 ２ の 端 子 群 の 双 方 に デ バ ッ グ 装 置 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 第 １ モ ー ド に お い て 、 選 択 回
路 は 、 第 １ の コ ン ト ロ ー ラ と 第 １ の 端 子 群 と を 接 続 す る と と も に 、 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ と
第 ２ の 端 子 群 と を 接 続 し 、 第 １ の 端 子 群 の み に デ バ ッ グ 装 置 が 接 続 さ れ る 第 ２ モ ー ド に お
い て 、 選 択 回 路 は 、 デ バ ッ グ 装 置 か ら 第 １ の 端 子 群 を 介 し て 入 力 さ れ て き た デ バ ッ グ 用 の
信 号 を 、 第 １ 及 び 第 ２ の コ ン ト ロ ー ラ の う ち の 一 方 又 は 双 方 に 入 力 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 説 明 の 簡 略 化 の た め ２ 個 の Ｃ Ｐ Ｕ を 備 え る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム を 例 に と り 、
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 但 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ の 数 は ２ 個 に 限 定 さ れ る も
の で は な く 、 ３ 個 以 上 の Ｃ Ｐ Ｕ を 備 え る マ ル チ プ ロ セ ッ サ に 対 し て も 、 本 発 明 は 適 用 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
実 施 の 形 態 １ ．
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 チ ッ プ １ は 、 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の デ バ ッ グ を 実 行 す
る デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ と 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ を 制 御 す る Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー
ラ ９ ０ ， ９ １ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 中 か ら 、 デ バ ッ ク を 実 行 す べ き 少 な く と も 一 つ の Ｃ
Ｐ Ｕ を 選 択 す る 選 択 回 路 １ ０ と 、 端 子 ２ ～ ６ を 含 む 一 組 の 端 子 群 と を 備 え て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ
７ ０ ， ７ １ は 、 そ れ ぞ れ デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ に 接 続 さ れ て お り 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８

０ ， ８ １ は 、 そ れ ぞ れ Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ に 接 続 さ れ て い る 。 選 択 回 路 １ ０ は
、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ と 端 子 ２ ～ ６ と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。 端 子 ２ ～ ６ に は
、 Ｊ Ｔ Ａ Ｇ 規 格 に 準 拠 し た Ｉ Ｃ Ｅ 等 の デ バ ッ グ 装 置 （ 図 示 し な い ） が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
選 択 回 路 １ ０ は 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ０ 、 レ ジ ス タ １ ０ １ 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ２ ～ １ ０
５ 、 及 び セ レ ク タ １ ０ ６ ， １ ０ ７ を 備 え て い る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ２ の 一 方 の 入 力 端 子 は 端
子 ４ に 、 他 方 の 入 力 端 子 は レ ジ ス タ １ ０ １ に 、 出 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｍ
Ｓ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ３ の 一 方 の 入 力 端 子 は 端 子 ５ に 、 他
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方 の 入 力 端 子 は レ ジ ス タ １ ０ １ に 、 出 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、
そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ４ の 一 方 の 入 力 端 子 は 端 子 ４ に 、 他 方 の 入 力 端
子 は レ ジ ス タ １ ０ １ に 、 出 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 接
続 さ れ て い る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ５ の 一 方 の 入 力 端 子 は 端 子 ５ に 、 他 方 の 入 力 端 子 は レ ジ ス
タ １ ０ １ に 、 出 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い
る 。 セ レ ク タ １ ０ ６ の 一 方 の 入 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 に 、 他 方 の
入 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 に 、 出 力 端 子 は セ レ ク タ １ ０ ７ を 介 し て
端 子 ６ に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 本 実 施 の 形 態 １ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、
デ バ ッ グ を 実 行 す べ き Ｃ Ｐ Ｕ を 選 択 す る た め に 、 デ バ ッ グ 装 置 又 は Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ か ら
Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ０ に ア ク セ ス す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、
Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ０ は 、 信 号 Ｓ １ １ が 「 Ｈ （ ｈ ｉ ｇ ｈ ） 」 、 信 号 Ｓ １ ２ が 「 Ｌ （ Ｌ
ｏ ｗ ） 」 、 信 号 Ｓ １ ０ が 「 Ｌ 」 に な る よ う に 、 レ ジ ス タ １ ０ １ を 設 定 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の
み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ０ は 、 信 号 Ｓ １ １ が 「 Ｌ 」 、 信 号
Ｓ １ ２ が 「 Ｈ 」 、 信 号 Ｓ １ ０ が 「 Ｈ 」 に な る よ う に 、 レ ジ ス タ １ ０ １ を 設 定 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ
７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ０ は 、 信 号 Ｓ １ １
， Ｓ １ ２ が と も に 「 Ｈ 」 に な る よ う に 、 レ ジ ス タ １ ０ １ を 設 定 す る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 信
号 Ｓ １ ０ が 順 次 に 「 Ｌ 」 「 Ｈ 」 と な る よ う に 、 レ ジ ス タ １ ０ １ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
信 号 Ｓ １ １ は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ２ ， １ ０ ３ の 各 他 方 の 入 力 端 子 に そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 信
号 Ｓ １ ２ は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ４ ， １ ０ ５ の 各 他 方 の 入 力 端 子 に そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 信 号
Ｓ １ ０ は 、 セ レ ク タ １ ０ ６ の 選 択 端 子 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 デ バ ッ グ 装 置 か ら 端 子 ４ を 介 し て 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ２ ， １ ０ ４ の 各 一 方 の 入 力 端 子
に 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 が そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 ま た 、 デ バ ッ グ 装 置 か ら 端 子 ５ を 介 し て 、 Ａ Ｎ Ｄ
回 路 １ ０ ３ ， １ ０ ５ の 各 一 方 の 入 力 端 子 に 、 Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 が そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 Ｔ Ａ Ｐ コ
ン ト ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ の 各 Ｔ Ｃ Ｋ 端 子 に は 、 デ バ ッ グ 装 置 か ら 端 子 ２ を 介 し て Ｔ Ｃ Ｋ 信 号
が そ れ ぞ れ 入 力 さ れ 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ の 各 Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ 端 子 に は 、 デ バ ッ グ 装
置 か ら 端 子 ３ を 介 し て Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ 信 号 が そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ １ １ は 「 Ｈ 」 、 信 号 Ｓ １
２ は 「 Ｌ 」 で あ る 。 従 っ て 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ２ ， １ ０ ３ の
各 出 力 端 子 か ら 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 入 力
さ れ る 。 一 方 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に は 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 及
び Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 は 入 力 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ は 、 所 定 の コ マ ン ド を 生 成 し て デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ に 入 力 す る 。
デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ に ブ レ ー ク 要 求 、 ス タ ー ト 要 求 、 命 令 コ ー ド を 入 力 し
、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の デ バ ッ グ が 実 行 さ れ る 。 デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ か
ら デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ を 介 し て Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ に 入 力 さ れ る 。 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ
Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ １ ０ は 「 Ｌ 」 で あ る 。 ま た 、 セ レ ク タ １ ０
７ は 、 通 常 は セ レ ク タ １ ０ ６ 側 に 設 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 デ ー タ は 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー
ラ ９ ０ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 か ら 、 セ レ ク タ １ ０ ６ ， １ ０ ７ 及 び 端 子 ６ を 介 し て 、 外 部 に 出 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ １ １ は 「 Ｌ 」 、 信
号 Ｓ １ ２ は 「 Ｈ 」 で あ る 。 従 っ て 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ４ ， １
０ ５ の 各 出 力 端 子 か ら 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、 そ れ ぞ
れ 入 力 さ れ る 。 一 方 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に は 、 Ｔ Ｍ Ｓ
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信 号 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 は 入 力 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ は 、 所 定 の コ マ ン ド を 生 成 し て デ バ ッ グ 実 行 部 ８ １ に 入 力 す る 。
デ バ ッ グ 実 行 部 ８ １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ に ブ レ ー ク 要 求 、 ス タ ー ト 要 求 、 命 令 コ ー ド を 入 力 し
、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の デ バ ッ グ が 実 行 さ れ る 。 デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ か
ら デ バ ッ グ 実 行 部 ８ １ を 介 し て Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ に 入 力 さ れ る 。 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ
Ｕ ７ １ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ １ ０ は 「 Ｈ 」 で あ る 。 ま た 、 セ レ ク タ １ ０
７ は 、 通 常 は セ レ ク タ １ ０ ６ 側 に 設 定 さ れ て い る 。 従 っ て 、 デ ー タ は 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー
ラ ９ １ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 か ら 、 セ レ ク タ １ ０ ６ ， １ ０ ７ 及 び 端 子 ６ を 介 し て 、 外 部 に 出 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ １ １ ，
Ｓ １ ２ は と も に 「 Ｈ 」 で あ る 。 従 っ て 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ２ ， １ ０ ４ の 各 出
力 端 子 か ら 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ の 各 Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 ま
た 、 Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 １ ０ ３ ， １ ０ ５ の 各 出 力 端 子 か ら 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９

０ ， ９ １ の 各 Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 そ の 結 果 、 上 記 と 同 様 に し て Ｃ Ｐ Ｕ ７

０ ， ７ １ の デ バ ッ グ が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ １ ０ は 順 次 に 「
Ｌ 」 「 Ｈ 」 と な る 。 従 っ て 、 端 子 ６ か ら は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ
、 及 び Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ が 、 こ の 順 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 １ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム は 、 端 子 ２ ～ ６ を 含 む 一 組 の
端 子 群 の み を 備 え る 。 そ し て 、 選 択 回 路 １ ０ に よ っ て 、 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 中 か ら
、 デ バ ッ ク を 実 行 す べ き 少 な く と も 一 つ の Ｃ Ｐ Ｕ が 選 択 さ れ る 。 従 っ て 、 チ ッ プ １ に 搭 載
さ れ て い る Ｃ Ｐ Ｕ の 個 数 が 増 え た と し て も 、 そ れ に 応 じ て 端 子 ２ ～ ６ を 追 加 す る 必 要 が な
い 。 そ の 結 果 、 一 台 の デ バ ッ グ 装 置 の み を 用 い て 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の デ バ ッ グ を 実
行 で き る た め 、 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 選 択 回 路 １ ０ に よ っ て 全 て の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 全 て の Ｃ Ｐ Ｕ
７ ０ ， ７ １ に 関 し て 同 時 に デ バ ッ グ が 行 わ れ る 。 そ の た め 、 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ を 備
え る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の デ バ ッ グ を 効 率 的 に 実 行 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 、 レ ジ ス タ １ ０ １ を 用 い た 簡 単 な 構 成 に よ っ て 選 択 回 路 １ ０ が 実 現 さ れ て い る た め
、 シ ス テ ム が 大 型 化 ・ 複 雑 化 す る こ と を 、 最 小 限 に と ど め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 チ ッ プ １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ と 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ と 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト
ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 中 か ら 、 デ バ ッ ク を 実 行 す べ き 少 な く と も 一 つ
の Ｃ Ｐ Ｕ を 選 択 す る 選 択 回 路 ２ ０ と 、 端 子 ２ ～ ６ と 、 端 子 ２ １ ～ ２ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
選 択 回 路 ２ ０ は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ０ ０ ～ ２ ０ ３ 及 び セ レ ク タ ２ ０ ４ を 備 え て い る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回
路 ２ ０ ０ の 一 方 の 入 力 端 子 は 端 子 ４ に 、 他 方 の 入 力 端 子 は 端 子 ２ １ に 、 出 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ
コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ０ １ の 一 方 の
入 力 端 子 は 端 子 ５ に 、 他 方 の 入 力 端 子 は 端 子 ２ １ に 、 出 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０

の Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ０ ２ の 一 方 の 入 力 端 子 は 端 子 ４
に 、 他 方 の 入 力 端 子 は 端 子 ２ ３ に 、 出 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 に 、
そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ０ ３ の 一 方 の 入 力 端 子 は 端 子 ５ に 、 他 方 の 入 力 端
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子 は 端 子 ２ ３ に 、 出 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ
て い る 。 セ レ ク タ ２ ０ ４ の 一 方 の 入 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 に 、 他
方 の 入 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 に 、 出 力 端 子 は 端 子 ６ に 、 そ れ ぞ れ
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 本 実 施 の 形 態 ２ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、
デ バ ッ グ を 実 行 す べ き Ｃ Ｐ Ｕ を 選 択 す る た め に 、 チ ッ プ １ の 外 部 か ら 端 子 ２ １ ， ２ ２ ， ２
３ に 、 そ れ ぞ れ 信 号 Ｓ ２ １ ， Ｓ ２ ０ ， Ｓ ２ ２ を 入 力 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実
行 す る 場 合 は 、 「 Ｈ 」 の 信 号 Ｓ ２ １ 、 「 Ｌ 」 の 信 号 Ｓ ２ ２ 、 「 Ｌ 」 の 信 号 Ｓ ２ ０ が 入 力 さ
れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 は 、 「 Ｌ 」 の 信 号 Ｓ ２ １ 、 「 Ｈ 」 の 信 号
Ｓ ２ ２ 、 「 Ｈ 」 の 信 号 Ｓ ２ ０ が 入 力 さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す
る 場 合 は 、 い ず れ も 「 Ｈ 」 の 信 号 Ｓ ２ １ ， Ｓ ２ ２ が 入 力 さ れ る 。 ま た 、 こ の 場 合 は 、 「 Ｌ
」 「 Ｈ 」 の 信 号 Ｓ ２ ０ が 順 次 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
信 号 Ｓ ２ １ は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ０ ０ ， ２ ０ １ の 各 他 方 の 入 力 端 子 に そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 信
号 Ｓ ２ ２ は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ０ ２ ， ２ ０ ３ の 各 他 方 の 入 力 端 子 に そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 信 号
Ｓ ２ ０ は 、 セ レ ク タ ２ ０ ４ の 選 択 端 子 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 デ バ ッ グ 装 置 か ら 端 子 ４ を 介 し て 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ０ ０ ， ２ ０ ２ の 各 一 方 の 入 力 端 子
に 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 が そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 ま た 、 デ バ ッ グ 装 置 か ら 端 子 ５ を 介 し て 、 Ａ Ｎ Ｄ
回 路 ２ ０ １ ， ２ ０ ３ の 各 一 方 の 入 力 端 子 に 、 Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 が そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ２ １ は 「 Ｈ 」 、 信 号 Ｓ ２
２ は 「 Ｌ 」 で あ る 。 従 っ て 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ０ ０ ， ２ ０ １ の
各 出 力 端 子 か ら 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 入 力
さ れ る 。 一 方 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に は 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 及
び Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 は 入 力 さ れ な い 。 そ の 結 果 、 上 記 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の
み の デ バ ッ グ が 実 行 さ れ る 。 ま た 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場
合 、 信 号 Ｓ ２ ０ は 「 Ｌ 」 で あ る 。 従 っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ は
、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 か ら 、 セ レ ク タ ２ ０ ４ 及 び 端 子 ６ を 介 し て 、 外 部
に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ２ １ は 「 Ｌ 」 、 信
号 Ｓ ２ ２ は 「 Ｈ 」 で あ る 。 従 っ て 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ０ ２ ， ２
０ ３ の 各 出 力 端 子 か ら 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、 そ れ ぞ
れ 入 力 さ れ る 。 一 方 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に は 、 Ｔ Ｍ Ｓ
信 号 及 び Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 は 入 力 さ れ な い 。 そ の 結 果 、 上 記 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ
７ １ の み の デ バ ッ グ が 実 行 さ れ る 。 ま た 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の み の デ バ ッ グ を 実 行
す る 場 合 、 信 号 Ｓ ２ ０ は 「 Ｈ 」 で あ る 。 従 っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ
ー タ は 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 か ら 、 セ レ ク タ ２ ０ ４ 及 び 端 子 ６ を 介 し て
、 外 部 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ２ １ ，
Ｓ ２ ２ は と も に 「 Ｈ 」 で あ る 。 従 っ て 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ０ ０ ， ２ ０ ２ の 各 出
力 端 子 か ら 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ の 各 Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 ま
た 、 Ｔ Ｄ Ｉ 信 号 は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ２ ０ １ ， ２ ０ ３ の 各 出 力 端 子 か ら 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９

０ ， ９ １ の 各 Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、 そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 そ の 結 果 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の デ バ ッ
グ が 実 行 さ れ る 。 ま た 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合
、 信 号 Ｓ ２ ０ は 順 次 に 「 Ｌ 」 「 Ｈ 」 と な る 。 従 っ て 、 端 子 ６ か ら は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の デ バ ッ
グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ 、 及 び Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ が 、 こ の 順 に
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出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 ２ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム は 、 端 子 ２ ～ ６ を 含 む 一 組 の
端 子 群 の み を 備 え る 。 そ し て 、 選 択 回 路 ２ ０ に よ っ て 、 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 中 か ら
、 デ バ ッ ク を 実 行 す べ き 少 な く と も 一 つ の Ｃ Ｐ Ｕ が 選 択 さ れ る 。 従 っ て 、 チ ッ プ １ に 搭 載
さ れ て い る Ｃ Ｐ Ｕ の 個 数 が 増 え た と し て も 、 そ れ に 応 じ て 端 子 ２ ～ ６ を 追 加 す る 必 要 が な
い 。 そ の 結 果 、 一 台 の デ バ ッ グ 装 置 の み を 用 い て 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の デ バ ッ グ を 実
行 で き る た め 、 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 選 択 回 路 ２ ０ に よ っ て 全 て の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ が 選 択 さ れ た 場 合 は 、 全 て の Ｃ Ｐ Ｕ
７ ０ ， ７ １ に 関 し て 同 時 に デ バ ッ グ が 行 わ れ る 。 そ の た め 、 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ を 備
え る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の デ バ ッ グ を 効 率 的 に 実 行 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
さ ら に 、 端 子 ２ １ ～ ２ ３ を 用 い た 簡 単 な 構 成 に よ っ て 選 択 回 路 ２ ０ が 実 現 さ れ て い る た め
、 シ ス テ ム が 大 型 化 ・ 複 雑 化 す る こ と を 、 最 小 限 に と ど め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
実 施 の 形 態 ３ ．
図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 チ ッ プ １ は 、 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ と 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ と 、 デ バ ッ
グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ を 制 御 す る Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 中 か ら 、 デ
バ ッ ク を 実 行 す べ き 少 な く と も 一 つ の Ｃ Ｐ Ｕ を 選 択 す る 選 択 回 路 ３ ０ と 、 端 子 ２ ～ ６ を 含
む 一 組 の 端 子 群 と を 備 え て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ は 、 そ れ ぞ れ デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８

１ に 接 続 さ れ て お り 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ は 、 端 子 ２ ～ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 選 択 回 路
３ ０ は 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ と Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
選 択 回 路 ３ ０ は 、 レ ジ ス タ ３ ０ ０ 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ３ ０ １ ， ３ ０ ２ 、 及 び セ レ ク タ ３ ０ ３ を 備
え て い る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ３ ０ １ の 一 方 の 入 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ に 、 他 方 の 入 力 端
子 は レ ジ ス タ ３ ０ ０ に 、 出 力 端 子 は デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 Ａ
Ｎ Ｄ 回 路 ３ ０ ２ の 一 方 の 入 力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ に 、 他 方 の 入 力 端 子 は レ ジ ス タ
３ ０ ０ に 、 出 力 端 子 は デ バ ッ グ 実 行 部 ８ １ に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 セ レ ク タ ３ ０ ３
の 一 方 の 入 力 端 子 は デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ に 、 他 方 の 入 力 端 子 は デ バ ッ グ 実 行 部 ８ １ に 、 出
力 端 子 は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 本 実 施 の 形 態 ３ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、
デ バ ッ グ を 実 行 す べ き Ｃ Ｐ Ｕ を 選 択 す る た め に 、 デ バ ッ グ 装 置 又 は Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ に よ
っ て レ ジ ス タ ３ ０ ０ が ア ク セ ス さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 は 、 信
号 Ｓ ３ １ が 「 Ｈ 」 、 信 号 Ｓ ３ ２ が 「 Ｌ 」 、 信 号 Ｓ ３ ０ が 「 Ｌ 」 に な る よ う に 、 レ ジ ス タ ３
０ ０ が 設 定 さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 は 、 信 号 Ｓ ３ １ が 「 Ｌ 」 、
信 号 Ｓ ３ ２ が 「 Ｈ 」 、 信 号 Ｓ ３ ０ が 「 Ｈ 」 に な る よ う に 、 レ ジ ス タ ３ ０ ０ が 設 定 さ れ る 。
Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 は 、 信 号 Ｓ ３ １ ， Ｓ ３ ２ が と も に 「 Ｈ
」 に な る よ う に 、 レ ジ ス タ ３ ０ ０ が 設 定 さ れ る 。 ま た 、 こ の 場 合 は 、 信 号 Ｓ ３ ０ が 順 次 に
「 Ｌ 」 「 Ｈ 」 と な る よ う に 、 レ ジ ス タ ３ ０ ０ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
信 号 Ｓ ３ １ は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ３ ０ １ の 他 方 の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ る 。 信 号 Ｓ ３ ２ は 、 Ａ Ｎ Ｄ
回 路 ３ ０ ２ の 他 方 の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ る 。 信 号 Ｓ ３ ０ は 、 セ レ ク タ ３ ０ ０ の 選 択 端 子 に
入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
次 に 、 デ バ ッ グ 装 置 か ら 端 子 ２ ～ ６ を 介 し て 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ の Ｔ Ｃ Ｋ 端 子 、 Ｔ Ｒ
Ｓ Ｔ 端 子 、 Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 、 Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、 Ｔ Ｃ Ｋ 信 号 、 Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ 信 号 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 、 Ｔ Ｄ Ｉ
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信 号 が そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 そ し て 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ は 、 所 定 の コ マ ン ド を 生 成 し
て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ３ １ は 「 Ｈ 」 、 信 号 Ｓ ３
２ は 「 Ｌ 」 で あ る 。 従 っ て 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ か ら 出 力 さ れ た コ マ ン ド は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回
路 ３ ０ １ の 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ て 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ に 入 力 さ れ る 。 一 方 、 デ バ ッ グ
実 行 部 ８ １ に は コ マ ン ド は 入 力 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ に ブ レ ー ク 要 求 、 ス タ ー ト 要 求 、 命 令 コ ー ド を 入 力 し
、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の デ バ ッ グ が 実 行 さ れ る 。 デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ か
ら デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ に 入 力 さ れ る 。 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る
場 合 、 信 号 Ｓ ３ ０ は 「 Ｌ 」 で あ る 。 従 っ て 、 デ ー タ は 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ か ら 、 セ レ ク
タ ３ ０ ３ 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ 、 及 び 端 子 ６ を 介 し て 、 外 部 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ３ １ は 「 Ｌ 」 、 信
号 Ｓ ３ ２ は 「 Ｈ 」 で あ る 。 従 っ て 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ か ら 出 力 さ れ た コ マ ン ド は 、 Ａ
Ｎ Ｄ 回 路 ３ ０ ２ の 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ て 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ １ に 入 力 さ れ る 。 一 方 、 デ
バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ に は コ マ ン ド は 入 力 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
デ バ ッ グ 実 行 部 ８ １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ に ブ レ ー ク 要 求 、 ス タ ー ト 要 求 、 命 令 コ ー ド を 入 力 し
、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の デ バ ッ グ が 実 行 さ れ る 。 デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ か
ら デ バ ッ グ 実 行 部 ８ １ に 入 力 さ れ る 。 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る
場 合 、 信 号 Ｓ ３ ０ は 「 Ｈ 」 で あ る 。 従 っ て 、 デ ー タ は 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ １ か ら 、 セ レ ク
タ ３ ０ ３ 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ 、 及 び 端 子 ６ を 介 し て 、 外 部 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
さ ら に 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ３ １ ，
Ｓ ３ ２ は と も に 「 Ｈ 」 で あ る 。 従 っ て 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ か ら 出 力 さ れ た コ マ ン ド は
、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ３ ０ １ ， ３ ０ ２ の 各 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ て 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ に
そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 そ の 結 果 、 上 記 と 同 様 に し て Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の デ バ ッ グ が 実 行 さ
れ る 。 ま た 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ３
０ は 順 次 に 「 Ｌ 」 「 Ｈ 」 と な る 。 従 っ て 、 端 子 ６ か ら は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の デ バ ッ グ の 結 果 に
関 す る デ ー タ 、 及 び Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ が 、 こ の 順 に 出 力 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
な お 、 以 上 の 説 明 で は 、 選 択 回 路 ３ ０ は 、 デ バ ッ ク を 実 行 す べ き Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ を 、 レ
ジ ス タ ３ ０ ０ の 設 定 に 基 づ い て 選 択 し た が 、 上 記 実 施 の 形 態 ２ の よ う に 、 外 部 か ら 所 定 の
端 子 ２ １ ～ ２ ３ に 入 力 さ れ る 選 択 信 号 に 基 づ い て 選 択 す る よ う 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 ３ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に よ れ ば 、 選 択 回 路 ３ ０ は 、
デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ と Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 各
Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ に 対 応 し て Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ を 個 別 に 設 け る 必 要 が な い た
め 、 上 記 実 施 の 形 態 １ ， ２ と 比 較 し て 、 シ ス テ ム 構 成 の 簡 略 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
実 施 の 形 態 ４ ．
図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 チ ッ プ １ は 、 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ と 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ と 、 デ バ ッ グ 実 行 部
８ を 制 御 す る Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 中 か ら 、 デ バ ッ ク を 実 行 す べ
き 少 な く と も 一 つ の Ｃ Ｐ Ｕ を 選 択 す る 選 択 回 路 ４ ０ と 、 端 子 ２ ～ ６ を 含 む 一 組 の 端 子 群 と
を 備 え て い る 。 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ は 端 子 ２ ～ ６ に 接 続 さ れ て お り 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８
は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ に 接 続 さ れ て い る 。 選 択 回 路 ４ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ と デ バ ッ
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グ 実 行 部 ８ と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
選 択 回 路 ４ ０ は 、 レ ジ ス タ ４ ０ ０ 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ４ ０ ２ ， ４ ０ ３ 、 及 び セ レ ク タ ４ ０ １ を 備
え て い る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ４ ０ ２ の 一 方 の 入 力 端 子 は デ バ ッ グ 実 行 部 ８ に 、 他 方 の 入 力 端 子 は
レ ジ ス タ ４ ０ ０ に 、 出 力 端 子 は Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ４ ０
３ の 一 方 の 入 力 端 子 は デ バ ッ グ 実 行 部 ８ に 、 他 方 の 入 力 端 子 は レ ジ ス タ ４ ０ ０ に 、 出 力 端
子 は Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 セ レ ク タ ４ ０ １ の 一 方 の 入 力 端 子 は Ｃ Ｐ Ｕ
７ ０ に 、 他 方 の 入 力 端 子 は Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ に 、 出 力 端 子 は デ バ ッ グ 実 行 部 ８ に 、 そ れ ぞ れ 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
次 に 、 本 実 施 の 形 態 ４ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、
デ バ ッ グ を 実 行 す べ き Ｃ Ｐ Ｕ を 選 択 す る た め に 、 デ バ ッ グ 装 置 又 は Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ に よ
っ て レ ジ ス タ ４ ０ ０ が ア ク セ ス さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 は 、 信
号 Ｓ ４ １ が 「 Ｈ 」 、 信 号 Ｓ ４ ２ が 「 Ｌ 」 、 信 号 Ｓ ４ ０ が 「 Ｌ 」 に な る よ う に 、 レ ジ ス タ ４
０ ０ が 設 定 さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 は 、 信 号 Ｓ ４ １ が 「 Ｌ 」 、
信 号 Ｓ ４ ２ が 「 Ｈ 」 、 信 号 Ｓ ４ ０ が 「 Ｈ 」 に な る よ う に 、 レ ジ ス タ ４ ０ ０ が 設 定 さ れ る 。
Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 は 、 信 号 Ｓ ４ １ ， Ｓ ４ ２ が と も に 「 Ｈ
」 に な る よ う に 、 レ ジ ス タ ４ ０ ０ が 設 定 さ れ る 。 ま た 、 こ の 場 合 は 、 信 号 Ｓ ４ ０ が 順 次 に
「 Ｌ 」 「 Ｈ 」 と な る よ う に 、 レ ジ ス タ ４ ０ ０ が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
信 号 Ｓ ４ １ は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ４ ０ ２ の 他 方 の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ る 。 信 号 Ｓ ４ ２ は 、 Ａ Ｎ Ｄ
回 路 ４ ０ ３ の 他 方 の 入 力 端 子 に 入 力 さ れ る 。 信 号 Ｓ ４ ０ は 、 セ レ ク タ ４ ０ ０ の 選 択 端 子 に
入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
次 に 、 デ バ ッ グ 装 置 か ら 端 子 ２ ～ ６ を 介 し て 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ の Ｔ Ｃ Ｋ 端 子 、 Ｔ Ｒ
Ｓ Ｔ 端 子 、 Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 、 Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 に 、 Ｔ Ｃ Ｋ 信 号 、 Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ 信 号 、 Ｔ Ｍ Ｓ 信 号 、 Ｔ Ｄ Ｉ
信 号 が そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。 そ し て 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ は 、 所 定 の コ マ ン ド を 生 成 し
て 出 力 す る 。 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ か ら 出 力 さ れ た コ マ ン ド は 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ に 入 力
さ れ る 。 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ は 、 ブ レ ー ク 要 求 、 ス タ ー ト 要 求 、 命 令 コ ー ド を 生 成 し て 出 力
す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ４ １ は 「 Ｈ 」 、 信 号 Ｓ ４
２ は 「 Ｌ 」 で あ る 。 従 っ て 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ か ら 出 力 さ れ た 命 令 コ ー ド 等 は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回
路 ４ ０ ２ の 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ に 入 力 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０

の デ バ ッ グ が 実 行 さ れ る 。 一 方 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ に は 命 令 コ ー ド 等 は 入 力 さ れ な い 。 ま た 、 上
記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ４ ０ は 「 Ｌ 」 で あ る 。 従 っ
て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ か ら 、 セ レ ク タ ４ ０ １ 、
デ バ ッ グ 実 行 部 ８ 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ 、 及 び 端 子 ６ を 介 し て 、 外 部 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま た 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ４ １ は 「 Ｌ 」 、 信
号 Ｓ ４ ２ は 「 Ｈ 」 で あ る 。 従 っ て 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ か ら 出 力 さ れ た 命 令 コ ー ド 等 は 、 Ａ
Ｎ Ｄ 回 路 ４ ０ ３ の 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ に 入 力 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｃ Ｐ
Ｕ ７ １ の デ バ ッ グ が 実 行 さ れ る 。 一 方 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ に は 命 令 コ ー ド 等 は 入 力 さ れ な い 。 ま
た 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の み の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ４ ０ は 「 Ｈ 」 で あ る
。 従 っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ か ら 、 セ レ ク タ ４
０ １ 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ 、 及 び 端 子 ６ を 介 し て 、 外 部 に 出 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
さ ら に 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ４ １ ，
Ｓ ４ ２ は と も に 「 Ｈ 」 で あ る 。 従 っ て 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ か ら 出 力 さ れ た 命 令 コ ー ド 等 は
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、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 ４ ０ ２ ， ４ ０ ３ の 各 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ に そ れ ぞ れ
入 力 さ れ る 。 そ の 結 果 、 上 記 と 同 様 に し て Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の デ バ ッ グ が 実 行 さ れ る 。 ま
た 、 上 記 の 通 り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 双 方 の デ バ ッ グ を 実 行 す る 場 合 、 信 号 Ｓ ４ ０ は 順 次
に 「 Ｌ 」 「 Ｈ 」 と な る 。 従 っ て 、 端 子 ６ か ら は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ
ー タ 、 及 び Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の デ バ ッ グ の 結 果 に 関 す る デ ー タ が 、 こ の 順 に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
な お 、 以 上 の 説 明 で は 、 選 択 回 路 ４ ０ は 、 デ バ ッ ク を 実 行 す べ き Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ を 、 レ
ジ ス タ ４ ０ ０ の 設 定 に 基 づ い て 選 択 し た が 、 上 記 実 施 の 形 態 ２ の よ う に 、 外 部 か ら 所 定 の
端 子 ２ １ ～ ２ ３ に 入 力 さ れ る 選 択 信 号 に 基 づ い て 選 択 す る よ う 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 ４ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に よ れ ば 、 選 択 回 路 ４ ０ は 、
Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ と デ バ ッ グ 実 行 部 ８ と の 間 に 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 各 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ，
７ １ に 対 応 し て デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ 及 び Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ を そ れ ぞ れ
個 別 に 設 け る 必 要 が な い た め 、 上 記 実 施 の 形 態 １ ， ２ と 比 較 し て 、 シ ス テ ム 構 成 の 簡 略 化
を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
実 施 の 形 態 ５ ．
図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 チ ッ プ １ は 、 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の デ バ ッ グ を 実 行 す
る デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ と 、 デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ を 制 御 す る Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー
ラ ９ ０ ， ９ １ と 、 端 子 ２ ０ ～ ６ ０ を 含 む 第 １ の 端 子 群 と 、 端 子 ２ １ ～ ６ １ を 含 む 第 ２ の 端
子 群 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
本 実 施 の 形 態 ５ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 端 子 群 の 双 方 に 第 １
及 び 第 ２ の デ バ ッ グ 装 置 が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 第 １ モ ー ド と 、 第 １ の 端 子 群 の み に 第 １ の
デ バ ッ グ 装 置 が 接 続 さ れ る 第 ２ モ ー ド と を 切 り 替 え て 、 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 第 １
モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と の 切 り 替 え は 、 端 子 ５ ６ 及 び ス イ ッ チ ５ １ ０ ～ ５ ４ ０ ， ５ １ １ ～ ５
４ １ ， ５ ５ に よ っ て 実 現 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 ５ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム は 、 第 ２ モ ー ド に お い て 、 第 １ の
デ バ ッ グ 装 置 か ら 第 １ の 端 子 群 を 介 し て 入 力 さ れ て き た デ バ ッ グ 用 の 信 号 を 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン
ト ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ の う ち の 一 方 又 は 双 方 に 選 択 的 に 入 力 す る た め の 、 選 択 回 路 ５ ０ を さ
ら に 備 え て い る 。 選 択 回 路 ５ ０ は 、 上 記 実 施 の 形 態 １ ， ２ に 係 る 選 択 回 路 １ ０ ， ２ ０ と 同
様 に し て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ は 、 そ れ ぞ れ デ バ ッ グ 実 行 部 ８ ０ ， ８ １ に 接 続 さ れ て お り 、 デ バ ッ グ 実
行 部 ８ ０ ， ８ １ は 、 そ れ ぞ れ Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｔ Ａ Ｐ コ
ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｃ Ｋ 端 子 、 Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ 端 子 、 Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 、 Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 は 、 ス イ ッ チ ５ １

０ ～ ５ ４ ０ を 介 し て 、 端 子 ２ ０ ～ ５ ０ 及 び 選 択 回 路 ５ ０ の Ｔ Ｃ Ｋ ０ 端 子 、 Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ ０ 端 子
、 Ｔ Ｍ Ｓ ０ 端 子 、 Ｔ Ｄ Ｉ ０ 端 子 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９

０ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 は 、 選 択 回 路 ５ ０ の Ｔ Ｄ Ｏ ０ 端 子 に 接 続 さ れ る と と も に 、 ス イ ッ チ ５ ５ を
介 し て 端 子 ６ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 同 様 に 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｃ Ｋ 端 子 、 Ｔ Ｒ
Ｓ Ｔ 端 子 、 Ｔ Ｍ Ｓ 端 子 、 Ｔ Ｄ Ｉ 端 子 は 、 ス イ ッ チ ５ １ １ ～ ５ ４ １ を 介 し て 、 端 子 ２ １ ～ ５

１ 及 び 選 択 回 路 ５ ０ の Ｔ Ｃ Ｋ １ 端 子 、 Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ １ 端 子 、 Ｔ Ｍ Ｓ １ 端 子 、 Ｔ Ｄ Ｉ １ 端 子 に そ
れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 は 、 選 択 回 路 ５ ０ の
Ｔ Ｄ Ｏ １ 端 子 及 び 端 子 ６ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
選 択 回 路 ５ ０ の Ｔ Ｄ Ｏ Ｐ 端 子 は 、 ス イ ッ チ ５ ５ を 介 し て 端 子 ６ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た
、 選 択 回 路 ５ ０ の Ｔ Ｃ Ｋ Ｐ 端 子 、 Ｔ Ｒ Ｓ Ｔ Ｐ 端 子 、 Ｔ Ｍ Ｓ Ｐ 端 子 、 Ｔ Ｄ Ｉ Ｐ 端 子 は 、 そ れ
ぞ れ 端 子 ２ ０ ～ ５ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
ス イ ッ チ ５ １ ０ ～ ５ ４ ０ ， ５ １ １ ～ ５ ４ １ ， ５ ５ の 切 り 替 え （ 即 ち 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー
ド と の 切 り 替 え ） は 、 外 部 か ら 端 子 ５ ６ に 入 力 さ れ る 信 号 Ｓ ５ ６ に 基 づ い て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
次 に 、 本 実 施 の 形 態 ５ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、
第 １ モ ー ド の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 第 １ モ ー ド に お い て 、 ス イ ッ チ ５ １ ０ ～ ５ ４ ０ は そ
れ ぞ れ 端 子 ２ ０ ～ ５ ０ 側 に 切 り 替 え ら れ 、 ス イ ッ チ ５ １ １ ～ ５ ４ １ は そ れ ぞ れ 端 子 ２ １ ～
５ １ 側 に 切 り 替 え ら れ 、 ス イ ッ チ ５ ５ は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 側 に 切 り 替
え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ は 端 子 ２ ０ ～ ６ ０ に 直 接 的 に 接 続 さ れ る
と と も に 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ １ は 端 子 ２ １ ～ ６ １ に 直 接 的 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 端
子 ２ ０ ～ ６ ０ に 接 続 さ れ た 第 １ の デ バ ッ グ 装 置 を 用 い て Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の デ バ ッ グ が 実 行 さ れ
る と と も に 、 端 子 ２ １ ～ ６ １ に 接 続 さ れ た 第 ２ の デ バ ッ グ 装 置 を 用 い て Ｃ Ｐ Ｕ ７ １ の デ バ
ッ グ が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
次 に 、 第 ２ モ ー ド の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ モ ー ド に お い て 、 ス
イ ッ チ ５ １ ０ ～ ５ ４ ０ ， ５ １ １ ～ ５ ４ １ ， ５ ５ は 、 そ れ ぞ れ 選 択 回 路 ５ ０ 側 に 切 り 替 え ら
れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ ， ９ １ は 、 選 択 回 路 ５ ０ を 介 し て 端 子 ２ ０ ～
６ ０ に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 上 記 実 施 の 形 態 １ ， ２ と 同 様 に 、 デ バ ッ ク を 実 行 す べ き 少 な
く と も 一 つ の Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ が 、 選 択 回 路 ５ ０ に よ っ て 選 択 さ れ る 。 そ の 後 、 端 子 ２ ０

～ ６ ０ に 接 続 さ れ た 第 １ の デ バ ッ グ 装 置 を 用 い て 、 デ バ ッ グ が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 ５ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に よ れ ば 、 チ ッ プ １ に 搭 載 さ
れ て い る Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の 個 数 と 同 数 の デ バ ッ グ 装 置 を 用 意 で き る 場 合 に は 、 第 １ モ ー
ド に 切 り 替 え る こ と に よ り 、 複 数 の デ バ ッ グ 装 置 を 用 い て 各 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の デ バ ッ グ
を 独 立 に 実 行 す る こ と が で き る 。 一 方 、 １ 台 の デ バ ッ グ 装 置 し か 用 意 で き な い 場 合 に は 、
第 ２ モ ー ド に 切 り 替 え る こ と に よ り 、 選 択 回 路 ５ ０ の 選 択 に よ っ て Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ ， ７ １ の デ
バ ッ グ を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た 、 端 子 ５ ６ を 用 い た 簡 単 な 構 成 に よ っ て 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と の 切 り 替 え が 実 現
さ れ て い る た め 、 シ ス テ ム が 大 型 化 ・ 複 雑 化 す る こ と を 、 最 小 限 に と ど め る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ９ 】
実 施 の 形 態 ６ ．
図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 上 記 実 施 の 形 態 ５ で は 、 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と の 切 り 替 え は 、 外 部 か ら 端 子
５ ６ に 入 力 さ れ る 信 号 Ｓ ５ ６ に 基 づ い て 行 わ れ た 。 こ れ に 対 し 、 本 実 施 の 形 態 ６ に お い て
、 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と の 切 り 替 え は 、 チ ッ プ １ に 配 設 さ れ た 所 定 の レ ジ ス タ ６ ０ の
設 定 に 基 づ い て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
図 ６ を 参 照 し て 、 ス イ ッ チ ５ １ ０ ～ ５ ４ ０ ， ５ １ １ ～ ５ ４ １ ， ５ ５ の 切 り 替 え は 、 レ ジ ス
タ ６ ０ か ら 出 力 さ れ る 信 号 Ｓ ６ ０ に 基 づ い て 行 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 上 記 実 施 の 形 態 ５ と
同 様 に 、 第 １ モ ー ド に お い て 、 ス イ ッ チ ５ １ ０ ～ ５ ４ ０ は そ れ ぞ れ 端 子 ２ ０ ～ ５ ０ 側 に 切
り 替 え ら れ 、 ス イ ッ チ ５ １ １ ～ ５ ４ １ は そ れ ぞ れ 端 子 ２ １ ～ ５ １ 側 に 切 り 替 え ら れ 、 ス イ
ッ チ ５ ５ は Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 側 に 切 り 替 え ら れ る 。 一 方 、 第 ２ モ ー ド
に お い て 、 ス イ ッ チ ５ １ ０ ～ ５ ４ ０ ， ５ １ １ ～ ５ ４ １ ， ５ ５ は 、 そ れ ぞ れ 選 択 回 路 ５ ０ 側
に 切 り 替 え ら れ る 。 そ の 他 の 構 成 ・ 動 作 は 上 記 実 施 の 形 態 ５ と 同 様 で あ る た め 、 説 明 は 省
略 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 ６ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に よ れ ば 、 レ ジ ス タ ６ ０ を 用
い た 簡 単 な 構 成 に よ っ て 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と の 切 り 替 え が 実 現 さ れ て い る た め 、 シ
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ス テ ム が 大 型 化 ・ 複 雑 化 す る こ と を 、 最 小 限 に と ど め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
実 施 の 形 態 ７ ．
図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 上 記 実 施 の 形 態 ５ で は 、 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と の 切 り 替 え は 、 外 部 か ら 端 子
５ ６ に 入 力 さ れ る 信 号 Ｓ ５ ６ に 基 づ い て 行 わ れ た 。 こ れ に 対 し 、 本 実 施 の 形 態 ７ に 係 る マ
ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム は 、 第 ２ の 端 子 群 に 第 ２ の デ バ ッ グ 装 置 が 接 続 さ れ て い る か 否 か
を 検 出 す る ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ７ ０ を さ ら に 備 え 、 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と の 切 り 替 え は
、 ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ７ ０ の 検 出 結 果 で あ る 信 号 Ｓ ７ ０ に 基 づ い て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
図 ７ を 参 照 し て 、 ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ７ ０ は 、 端 子 ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の 端 子 群 に
第 ２ の デ バ ッ グ 装 置 が 接 続 さ れ て い れ ば 、 第 ２ の デ バ ッ グ 装 置 か ら 端 子 ２ １ を 介 し て ク ロ
ッ ク 検 出 回 路 ７ ０ に ク ロ ッ ク が 入 力 さ れ る 。 ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ７ ０ は 、 ク ロ ッ ク が 入 力 さ
れ て い る こ と を 検 出 す る と 、 ス イ ッ チ ５ １ ０ ～ ５ ４ ０ を そ れ ぞ れ 端 子 ２ ０ ～ ５ ０ 側 に 切 り
替 え 、 ス イ ッ チ ５ １ １ ～ ５ ４ １ を そ れ ぞ れ 端 子 ２ １ ～ ５ １ 側 に 切 り 替 え 、 ス イ ッ チ ５ ５ を
Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ ９ ０ の Ｔ Ｄ Ｏ 端 子 側 に 切 り 替 え る 。 一 方 、 第 ２ の 端 子 群 に 第 ２ の デ バ
ッ グ 装 置 が 接 続 さ れ て い な け れ ば 、 ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ７ ０ に は ク ロ ッ ク が 入 力 さ れ な い 。
ク ロ ッ ク 検 出 回 路 ７ ０ は 、 ク ロ ッ ク が 入 力 さ れ て い な い こ と を 検 出 す る と 、 ス イ ッ チ ５ １

０ ～ ５ ４ ０ ， ５ １ １ ～ ５ ４ １ ， ５ ５ を 、 そ れ ぞ れ 選 択 回 路 ５ ０ 側 に 切 り 替 え る 。 そ の 他 の
構 成 ・ 動 作 は 上 記 実 施 の 形 態 ５ と 同 様 で あ る た め 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 ７ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に よ れ ば 、 ク ロ ッ ク 検 出 回 路
７ ０ を 用 い た 簡 単 な 構 成 に よ っ て 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と の 切 り 替 え が 実 現 さ れ て い る
た め 、 シ ス テ ム が 大 型 化 ・ 複 雑 化 す る こ と を 、 最 小 限 に と ど め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
第 １ の 発 明 に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に よ れ ば 、 一 台 の デ バ ッ グ 装 置 の み を 用 い て
所 望 の プ ロ セ ッ サ の デ バ ッ グ を 実 行 で き る た め 、 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
第 ２ の 発 明 に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム に よ れ ば 、 用 意 で き る デ バ ッ グ 装 置 の 台 数 に
応 じ て 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と を 切 り 替 え る こ と に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の プ ロ セ ッ サ の
デ バ ッ グ を 適 切 に 実 行 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ に 係 る マ ル チ プ ロ セ ッ サ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 チ ッ プ 、 ２ ～ ６ ， ２ ０ ～ ６ ０ ， ２ １ ～ ６ １ ， ２ １ ～ ２ ３ 　 端 子 、 ７ ０ ， ７ １ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
、 ８ ， ８ ０ ， ８ １ 　 デ バ ッ グ 実 行 部 、 ９ ， ９ ０ ， ９ １ 　 Ｔ Ａ Ｐ コ ン ト ロ ー ラ 、 １ ０ ， ２ ０
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ッ ク 検 出 回 路 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(14) JP 2004-164367 A 2004.6.10



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(15) JP 2004-164367 A 2004.6.10



【 図 ７ 】

(16) JP 2004-164367 A 2004.6.10


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

